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Information株主様見学会参加者募集のご案内

日　時 開催場所 募集人数 ご応募総数
真岡製造所

神戸総合技術研究所・
神戸製鉄所
高砂製作所
加古川製鉄所・

コベルコ建機広島事業所
真岡製造所

240人

285人

320人

450人

240人

1,082通

3,202通

2,039通

2,306通

1,447通

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

〈これまでの開催実績（過去5回分）〉

平成24年

平成25年

平成25年

平成26年

平成26年

10月

2・3月

11月

3月

11月

募集人数： 神戸総合技術研究所　90名(各回45名)
神戸製鉄所　　　　　200名(各回50名)　

応募方法

参 加 費

お問い合わせ先

： 同封の参加申込はがきに必要事項をご記入のうえ、ご返送くだ
さい。
（対象者の方にのみ、はがきを同封しております。）
【締切日：平成27年1月6日（火）到着有効】
： 無料
※ただし、集合・解散場所までの往復交通費は各自のご負担とさせてい
ただきます。

： 株式会社神戸製鋼所　法務部　株主様見学会係
TEL ０７８－２６１－４０６７
受付時間 １０：００～１７：００（土・日、祝日、その他会社の休業日を除く）

神戸製鉄所 JR六甲道駅※

12:40頃
16:50頃
12:40頃
16:50頃

③
④
⑤
⑥

実施日時
（平成27年） 集合・解散場所解散予定

時刻
申込
番号

実施日時
（平成27年） 集合・解散場所開催場所

開催場所

解散予定
時刻

集合
時刻

集合
時刻

申込
番号

3月15日

3月16日

3月  5日
神戸総合技術
研究所

神戸市営地下鉄
西神中央駅※

12:20頃
16:20頃

9:00
13:10
9:00
13:10

9:00
13:00

①
②

株主様見学会の概要

以下の点につき、あらかじめご了承ください。
※株主様見学会コースは徒歩での移動となります。途中何ヶ所か階段が
ございます。
※ご応募が多数の場合、抽選とさせていただきます。
　抽選の結果は2月上旬にご通知する予定です。
※同伴者様は1名まで（小学生以上）とさせていただきます。
※以下の場合、ご応募は無効とさせていただきます。

●株主様ご本人のご応募・ご参加でない場合
●同伴者様を2名以上ご記入の場合
●申込番号を2つ以上選択されている場合、もしくは1つも選択され
ていない場合

●株主様1名につき、2枚以上ご応募された場合
●株主様お名前等、必要事項のご記入がない場合

※詳細は、ご招待状にてご連絡させていただきます。

開催場所

対 象 者

： 神戸総合技術研究所　（兵庫県神戸市西区高塚台1-5-5）
神戸製鉄所　　　　　（兵庫県神戸市灘区灘浜東町2）
： 平成26年9月30日現在、当社株式1,000株以上をご
所有の株主様

当社は株主の皆様に当社へ
のご理解を一層深めていた
だくために、引き続き株主様
見学会を実施いたします。今
回ご覧いただくのは、神戸総
合技術研究所と神戸製鉄所
でございます。つきましては
下記の内容にて開催いたし
ますので、ご案内申しあげま
す。
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神戸製鉄所
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神戸線

ハーバーハイウェイ

83
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65
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西神中央駅

興亜池緑地

神戸総合技術研究所

※募集人数には同伴者も含みます。 
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（平成26年4月～9月）

2014
（平成26年）

2014.4～2014.9
機械事業部門 本社鉄鋼事業部門

Topics

4月4月 5月 6月 7月 8月 9月

トピックス

当社ホームページではこのほかにも、様々なトピックスをご紹介しております。
http://www．kobelco.co.jp

増設されたプレス機

機械事業部門

新溶銑処理設備

「舶用バイナリー発電システム」の開発に着手
エネルギーの有効活用とCO2排出量の削減のため、
船舶エンジンの排熱を利用したバイナリー発電シ
ステムを開発

神戸製鉄所での石炭火力発電所の増
設に向けて準備を開始
関西電力株式会社の２０１４年実施予定の火
力電源入札募集に応札することを決定

加古川製鉄所　新溶銑処理設備の稼働を開始
当社は、競争力強化の施策の一つとして、鋼材事業のオンリーワン製品の更なる拡販に向けた生産
体制の整備を進めていますが、特殊鋼線材・条鋼、自動車用ハイテン、エネルギー向け厚板といっ
たオンリーワン製品を造るためには、溶銑中の硫黄やリンといった不純物を取り除く処理が必要です。
この度、新たな溶銑処理設備を稼働させることにより、溶銑の処理に必要な副原料の使用量
削減や鉄歩留の改善を実現するほか、既存設備とあわせると生産している溶銑の全量を処理
できるようになり、オンリーワン製品の生産量を増やすことが可能となります。
今後も、製鉄所の競争力を強化し、市場での存在感と収益力の向上を図ってまいります。

ブラジルにおける新会社の営業を開始
近年、ブラジルでは、海洋資源開発や、石油精製・石油化学プラントの建設がめざましく、
プラント内で使用される非汎用圧縮機の需要が増加しています。当社の圧縮機もブラ
ジルをはじめとした南米に多数の納入実績があり、アフターサービスの面からも現地
対応の必要性が高まっていました。そのため、非汎用圧縮機を中心に営業活動および
アフターサービスを担う新会社をブラジルに設立し、営業を開始しました。新会社は、
当社グループ初のブラジルでの拠点となります。
非汎用圧縮機事業においては、すでに、中国・東南アジア・中東・北米・欧州に拠点
を有しており、新会社で南米をカバーすることで、世界の主要なマーケットをカバーす
ることが可能となりました。
今後も、各拠点の拡充に取り組み、圧縮機事業のグローバルな競争力の強化に取り組
むとともに、この度設立した新会社を、南米における非汎用圧縮機以外の機械事業部
門の製品の販売やサービスの拠点として活用していくことも検討してまいります。

機械事業部門

船舶ディーゼルエンジン用クランク軸の
新たな製造法が、日本海事協会の設計疲
労強度向上認証を世界で初めて取得
強度向上によるクランク軸の軽量化により燃
費軽減を実現

鉄鋼事業部門

米国アルミ鍛造拠点における生産能力増強工事が完了
米国では、自動車の生産台数の増加に加え、燃費規制の強化に対応する自動車
の軽量化ニーズが加速していることから、アルミサスペンションの需要は急速に
拡大しています。今後の更なるニーズの拡大に備えるため、自動車サスペンショ
ン用アルミ鍛造部品の米国拠点の生産能力を増強し、量産稼働を開始しました。
この度の能力増強によって、アルミ鍛造部品
の生産能力は、米国拠点では１.５倍の月産４２
万本に、グループ全体では日本と中国の拠点
を含めて月産１００万本になりました。また、
中国の拠点でも更なる能力増強を決定してお
り、日本も含めた３拠点で、世界の自動車サ
スペンション用アルミ鍛造部品市場で確固た
る地位を築いてまいります。

メキシコに自動車部品向け線材二次加
工拠点を設立
自動車用ファスナーや冷間鍛造部品等の素材
となる冷間圧造用鋼線の現地生産・供給体制
構築

鉄鋼事業部門

アルミ・銅事業部門

アルミ・銅事業部門

本社

鉄鋼事業部門


